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4試合で2勝2引き分けですか。 先のホームV富山戦で辛勝、アウェイのF石川戦も競り勝ち、2連勝。ようやく本領を発揮し始めた…のか？ 

試合を見る限りではまだまだ危うい場面が見受けられます。ペナルティエリアで1対1という場面で何故かヒールパスで後方の味方選手にパスしたり

（時代を10年ほど先取りしたサッカー）、カウンターであっ！という間にゴール前までボールを運ばれたりね。 

この辺が今年の松本山雅のお茶目なところ。  

それでも「これは！」と太鼓判を押したい千両役者も多いんですよ。 

筆頭は何と言っても柿本倫明。「湘南のビエリ」の異名は伊達じゃない、そのフィジカルの強さ！そしてヘディングの巧さも見逃せないストロングポイ

ント。先のF石川戦でもキッカーのボールの到達・落下地点にするすると忍び込んでガツンと2得点！Jリーグで多くの経験を重ねた実力者の凄みと

強かさを感じましたね。  

吉田賢太郎の初ゴールも素晴らしい。ディフェンダーの裏へ飛び出す動きとボールテクニックは見る者を唸らせずにはいられないが、某誌に「韓流

スター」と称された（褒め言葉）、その甘いマスクでギャルサポのハートも打ち抜いたか。この2トップが機能すれば……。地域リーグには見られな

い、強力2トップが完成するはずなんだ。  

 

さあ、ツエーゲン金沢戦です！ このクラブとの「因縁」はご存じの方の方が多いことでしょう。「俺らの方がつえーげん」、土橋宏由樹の退場で完

敗、奈良安剛の移籍、優勝をグッと引き寄せたあの瞬間……。松本山雅の傍らには必ずその姿がありました。北信越リーグ屈指の強豪にして好敵

手、といってもいいんじゃないでしょうか。  

とはいえ、今年の金沢は例年にも増して強敵です。元々、前田利家公のお膝元、加賀百万石の煌びやかなものを好む土地柄故か、スタメンにずら

りと名を連ねるのは元Jリーガーのお歴々。大将池田司信の采配も2年目に突入、クラブ内の連携も充実。昨年は天皇杯でJFLクラブを討ち取るな

ど北信越制覇に向けての準備は完了、という塩梅。迎え撃つのは、難攻不落の要塞として名高い松本平に陣を敷く、我らが松本山雅。まさに大河

ドラマの趣きといったところ。空舞う雀は「金沢有利！」と口やかましいが、何の、戦の勝敗の分かれ目は戦力・兵力の多寡ではありません。まして

や、ここは松本。我らのホームなのですから。  

 

大河ドラマを見るよりも絶対に面白い……はず。手に汗握る、天下分け目の決戦は、この後すぐ！                     【 written by sapo 】 

大 河 ド ラ マ よ り も 面 白 い ！大 河 ド ラ マ よ り も 面 白 い ！  
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皆さんは拍手という行為について、どのような考えを持っていますか？ 

我々も応援をしていると、声を出すことや飛び跳ねることに一生懸命になりがちで、つい拍手を送ることを忘れてしまうことがあ

ります。しかし、実は拍手というアクションは、時に声を出すこと以上に重要な場合もあるほど、有効なサポートです。我々サ

ポーターが拍手を重要視すべき理由は大まかに言って二つあります。  

ひとつ目の理由は、拍手をすることによって、選手のプレーを評価し、モチベーションを与えることができるからです。選手は拍

手を受けることによって、そのプレーがサポーターに評価されたということを感じることができます。プレーが評価されるという

ことは、サッカー選手にとっては最高の喜びですし、「次もこの調子でいくぞ！」という風に、良い気持ちでやらせてあげること

ができます。そういう効果があってか、プレーごとの拍手が大きなホームを持つクラブは、勇敢で積極的。一度乗り始めると手が

付けられなくなるチームが多い気がします。このようなチームのサポーターは、ホームの利点を十二分に活かしていると言えるで

しょう。  

もう一つの理由は、拍手は誰にとっても、最も簡単でやり易いアクションであるということです。僕らゴール裏のサポーターは歌った

り飛び跳ねたりということにも何の抵抗もありませんが、メインスタンドのサポーターの皆さんは、いきなり歌えと言われてもなかな

か恥ずかしかったりして、難しいのではないかと思います。その点、拍手なら誰でも参加できます。しかも周囲に伝染しやすいので、

誰かが始めれば全体に広がり、スタジアム全体がチームをサポートしている雰囲気を作ることが出来ます。  

このように考えると、拍手はサポートの初歩とも言えるほど重要なものであるということがよく分かります。なので、どんどん積極的

にやっていきましょう。攻撃でも守備でも、良いプレーや気持ちが伝わるプレーを見せた時。倒れていた選手が起き上がった時。選手

がアップでピッチに入ってきた時。拍手をするだけで雰囲気が良くなりそうな場面はいくらでもあります。そういう場面でスタジアム

全体から拍手が起こり、よりホームらしい空気で戦えれば良いなと思っています。  

普段ゴール裏でやっていて、試合の大事な場面でメインスタンドから大きな拍手が聞こえてくる瞬間は、いつも鳥肌が立ちます。あれ

だけ素晴らしい拍手なら、きっと選手の力にもなっているはずです。これからも、意識して是非やってみてください。よろしくお願い

します。                                                 【 written by ようへい 】 


